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林務:転換にもとづく不成総造林地は日本の器地に多くみられるが，その林分の実態はあまり明

らかでない。本報告は 1988年 11月，兵j京県中央部の111的営林署赤間関有林lこ存在するスギ不!高

級林分の構造を解析し，その取り扱い方について論議したものである。

本林分はブナを主体としたE広葉樹に一部スギの混交した天然林を約 82ha皆伐した後，スギを

約3，000本/ha植栽し通常の下刈り. I珠伐を行なって 30年を経過した林分である。

斜面下部の調査林分は王手均樹i誌が約 13.2mのスギ上路木でほぼ単総状に閉鎖し，一般の平均

的なスギ林分と問機の成長そしている。これに皮し斜面上部においては，植来~木のスギはほとん

ど生存しているが，雪圧によって根践がりしたり傾斜した成長の不良な被ぽ木が多い。また，格i
5m 以上の上樹木は全本数の 30%ほどで， 主として群状に成立し， その平均掛ti誌は下部純資

地の 1/2程度の 6.8mであるO さらにこの造林地には下山jり終了後再生した樹高 3m以上の広

葉樹が 10，000本/ha以上も余j留にわたって混交している。

上部調査j也のスギの樹高および胸高i斑径の本数分布は L裂でまぽ正規分布を示す下部とは

明らかに異なり;m統的な機関構造となっている。 広諜樹もほぼL担分布で， 大きい樹高|駿ほど

有m広葉樹の占める総合が大きい。樹幹析解による樹高およひ~)j旬高鼠1~震の成長経過から判断する

と，下部開資地のスギは継続的に良好な成長をしているに皮し， J二部調査地においては植栽l道後

から成長の惑いスギが多いようである。

このような成長不良は土壌閣が説く石1擦が多い貧弱な土壊に起留するようである。したがって

この不成総造林地は適地の判断の誤りによって発生した造林失敗j也であるといえる。しかし上堀

木のスギや有用!広葉樹はこの土壌環境に);fSじた成長をしているので， このままの状態で推移して

も若干の人工スギと天然広葉樹との混交線開林になる可能性は高く，また有用水以外のL広葉樹を

j盛況i徐伐することは林業上一つの有効な方法と考えられた。

はじめに

森林が棋風等の自然力や伐採によって破壊された後放践されると，普通はそこに新林を再生す
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る。この場合破壊の限度に応じで多様な二次選移があらわれるが，ある自然隙墳のr:j:Jでは新たな

生態系が述続的に形成されながらとまった極相に向けて選移していくといわれる:九 一般に

わがi認のような端打差で規開な地域では，気候， þ世Jf~，土i定等;の特殊な条{tl:のところを除き， この

自然、の運動法f!iJに従った森林の境元力はきわめて大き L、。したがって林様転換による人工:iili:林に

おいては， 1~1然の彼元力にさからうための地ごしらえ，下刈り等の作業に多くの労力が必艇であ

る。

わが凶の人工林部艇は現在すでに 1，000万haを組え， 金森林船積の 40%に速したが， 拡大法

林の奥地化にともない不成績造林地もまた増加したようである。このような不成樹造林地の多く

は成長の惑いスギ， とノキの造林地へ自生の他樹積が設入し， i.隠交林の状態になっているようで

あるが，各成長段階における不成績林分の構議や成長の推移については，スギ， ヒノキ人工林に

天然生のアカマツが混交した林分a，.1. 5}以外はほとんど解析されていない。

i主i有林では保育投資の効率化という聞から， このような不成鍛造林地を天然林に編入換

えしている事例がある。ただ最近，広葉樹の袋入したスギ， ヒノキの不成総造林地を針広j見交林

として施業の見直しをしようとの提言ーが報告6)されている。これも施薬の失敗の後始米としては

一つの考え方であろうが，所定の保宵作業を実行したにもかかわらず，目的樹礎の適地の判断を

ったことから成長不良をもたらしたものであれば，その造成過程に技術的問題があったことを

忘れてはならないであろう。したがって前述のように自然、の運動法則にそった森林を造成するの

であれば比較的容易であろうが，中途半端な施業で・自生種以外の林水との混交林に誘導すること

は，労多く閤難な場合が多かろう。

本研究は国有林における不成縮造林地の一事例として，施業計i踊の編成lこi怒し，天然林に編入

疑えされた約 30年生のスギ不成績林分の構造と成長状態を解析し，今後の適切な1&り扱いにつ

いて検討したものである。本報告が今後の拡大造林や…般造林地における樹積更改についての一

指針ーになれば幸いである。

なお本研究はi昭和 63年度文部省科学研究費一般研究(B)の助成により行なわれた。また現地

調査にあたっては兵昨県山崎町， LLI崎営林署の倉木~入場長，福島経営課長はじめ場

方々の全倒的な協力を戴いた。本報告をとりまとめるにあたり関係得位に深く感謝の認を去した

L 、。

1.調査地の概況と林分の成立経過

長崎査地は兵庫!県穴架ttll波賀町， LLIII時営林器管内泊三凶国有林 130林班で， 林分の全開績は約82

ha，標高は 600-1，170 mであるO 方的ーは全体にほぼ北北東，傾斜は 280
" "400

程度で数条の小

尾根，沢谷が搬出をなしている。気候は兵時様北部山岳地唱に枕躍することから裏日本製で，冬

季の降水肢が多く積雪は 2m前後，年|海水識は 2，000~ 2，500 mmと惟定される。母岩は花開問緑

宥よりなっている。調査地内の土壌については後述するが， 全般に斜而上部の土壌は B目別で

あり，土境問が浅く， しかも際合設がすこぶる多いことからスギの造林地としては不~であり，

反対に斜部!と部は BJ)型で土壌!習も昭いことから林水の成長の良好なllE沃地であると忠われた。

綿古林分の他業の経過は，よミ路施業iitmiilま第 4次地域施業iiti朗検討資料によれば次のとおりで

ある。本地域の森林はその様i高からも冷組帯に鴎し，多雪地帯という}Zi墳からブナを主体とした

落葉!よ誕樹林で特徴付けられるが， rìlj~lミ樹は残存する伐棋から判断してスギをいくらかj見交させ

たブナの多い天然林であったようである。皆伐後いわゆる拡大造林によって昭和]31 年は 27.6h乱，

32年は 54/1haにスギ(トミススギ系統)を haあたり 3，000本植栽したが，今回jの;UM市ブロッ
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トの投獄林分は後者の造林地である。植栽~年から 6 年間下メIjり(5年目のみ 21mメIjり)を 7

年自にはi除草剤の散布を行なったと記鍛されている。その後 9年間，毎年部分的に除伐を行ない，

ほぽ 2巡したようである。

植栽後約 20年を経過した11寺点で，斜間中)J長より上部の小路恨付近の成長が幸子しく不良であっ

たことから， r昭和 53年度第3次地域計阪において， 26.5 haを天然、林に編入した。しかし 5年後

の第4次地域純業計i萌において， 更にその見渡しを行ない， 金造林地の約 40%を天然林に編入

した。この 58年当時の糠準地におけるスギ造林水の平均樹高は 7.6m (範問 5-10 m) で，本

地域の 26年生のl民議予想、表 l等地の樹高lこ対し{革;か 59%であったが， 天然林編入筒JVrのj成長は

なお惑し造林水のスギの樹高が 2-6m， その本数が約 870本/haで，樹潟 2-12mのコブ

シ， ミズメ等を含むJk葉樹が約 4，600本/haの混交林となっていたようである。

2.調 査方法

調資は 130林}Jlの閥端付近に位援する斜部上部，標高約 950mの不成績造林地内(傾斜 36
0

) 

と，対照として下部の成長良好な造林地(餓斜 32
0

)で行なった。両調議地とも 8m幅，斜[ffi長

30 mのベソレトを設け， スギおよび天然生の針葉樹は金生立木広葉樹は樹高 3m以上の全樹穏

について， 1卦高とIJ句i蕗i直筏ならびにその成立位置を測定した。

さらにスギは 10本， 広葉樹は 6本の資料木を伐倒し， その樹幹折解から樹高と陸援の成長経

過の解析を行なった。…方各[;1M査地内に土壊調斑孔をj掘り Ao胞の地獄状態と土壌断閣の構造

等を翻斑した。

なお本部i資は昭和 63年 11丹に行なわれた。

3.各tlt1磁の平均的大きさと林分量

不成総i農林地のj二部調資地およびド部調斑地における主な船積の平均樹高，平均1I知市j度経なら

びに haあたりの成立本数は Table1のようであった。なお上部調盗地については， 成長が怒く

充分は閉鎖状態に翠っていないので， 1胸j絢旬信高Sl断1析肝i剖甜積合2含計計f十j'や林分材

表表.からi明り開3らかなように， スギ造林水の成長は下部調査地より k部調査地の方が著しく小室く，

j二関木， 下腿木とも平均樹高は 1/2，平均)j句i勾誼筏は 1/3程度である。下音1)&司斑地の 31年生

Table 1 Composition of each lree in re日記archsland日

Researc七 Mean height 
M開 ndiam日terNumber of 

Specis aL breast height trees 
stand (m) 

(cm) (no./ha) 

ス Cryptomeriαjα.ponicα(5mBく) 6.82 7.90 875 
スギ下関*Cryptomeria japonicα(<5mB) 2.85 2.49 2，420 
ヒ / キChamaecypαrisobtusα 8.00 11.00 51 
ミズナラ Quercuscrispulα 5.60 3.80 257 

Upper Iミ ズキ βetulαgrossα 6.57 3.86 360 
デ Cαrpinus αxiflorα 6.00 4.00 103 
キMαgnoliαobovαta 6.67 5.27 772 
類Acerspp. 5.66 3.91 1，800 
fl!.! Others 4.34 2.70 8，190 

し |八右中州叶、 Cryptomeriαjαponicα(臼mHく〕 13.20 22.90 1，920 
ower 1;:<. 4'rJ~* Cryptomeria jαlJoniι白α(<9mH) 6.50 11.30 590 
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凝夜の上氷の平均的な大きさは，スギ一般造林地の地位 1-2等地にあたるものであるが， .J二

部調査地の大きさは 3等地程度である~句論下関木も含めると地伎がjに該当するものがないほ

ど成長不良で，いわゆる不成総造林地にあたろう。

スギ造林水の現存の立木本数は，すでに閉鎖状態に達した下部調ま基地では 2，510本/haで，除

11ji伐によって本数が減少しているが， 上部調査地では 3，300本/haほどで， 材[5険水のほとんどが

生存している。またスギ造林水を林冠j留の構成状態から上層水，下隠木に分けると，下部調査地

では樹高 9m以上のよ勝木が金本数の 2/3を占めるが， 上部調斑地では樹高 5m以上のj二鴎木

は儲か 1/4恕度で他は根曲がりや傾きの大きい成長不良木である。

一方， 上部調査地における樹高 3m以上のL広葉樹の本数は約 11，500本/haで， そのうちミズ

ナラ， ミズメ，アカシデ，ホオノキ等の有用広葉樹が 1，500本/haほど成立している。しかもそ

れらの平均樹高は 6m前後で，他の広議樹より成長も比較的良い。したがってこのまま自然の推

移にゆだねても，成長の見込みのある上勝木のスギを 10%-20%程度合む針広混交の接路林に

育つ可能性が大きい。ぢらにもしカエデ類を含めた一般広紫樹の本数錦轄を行なえば，スギ上;腐

:ijoに対して有用広葉樹2という一つの典型的な針広混交林になるであろう。

以下問調査林分内の構造と成長状態を検討してみよう。

4. 調査林分の平磁的，鷺箆的構造

上部および下部調議地の翻ままベルト内におけるスギと天然、生針葉樹の全生立木ならひ'に樹i笥3

m 以上の広議格jの平部分布とま在践構造〈模式図)は Fig.l，2のようであった。スギ，広葉樹と

も，樹高6m以上のものは 2-4m高まで根曲がりが大きいが，それ以上の高さでほぼ波立して

いる。しかし樹高 4--6mの成立木は大半傾斜木であり，また 3-4m高さのものは著しく根曲

がりが大きかった。したがって悶中ではそれぞれの大きさによ志じて根治がりと額斜の限fJtを様式

的に表わした。

上部調査地においては， Fig. 1から明らかなように， スギ， 広議樹とも樹高 5-6mまでの

小さいものは窓圧を受けた根曲がり氷や傾斜木が多いが 6m以上のものは組曲がり部分から j二

は比較的通践で，スギと広葉樹とで上!議林涯を形成している。しかしスギ上層水の平面的な分布

は明らかに集中性を示している。このようなスギ上陸j水の集中分布は，侵入した広葉樹との競争

の結果と考えられる。すなわち成長の早い!よ誕艇の成立する箇所では，スギ造林水は被任され，

優勢木となる機会は少なかったものと思われる。

上部鵡資地の林分のま語i底的構造は明らかに連続的な楼隣構造であるが，林分の成長，発迷とと

もに下j爵木は減少し，いわゆる下関根i生を除けば上!欝lこ片容った階儲構造の林分になるであろう。

しかも前述のスニド上!爵水の平面的な分布の特徴から，大小さまざまの群状にi混交した針広j見交林

を形成するようになると恕われる。

なお本林分には{装かではあるが天然生のスニドとヒノキが成党している。ヒノキは隣按する約

60 年主主のヒノキ人工林からの下積によって天然、更新したものであるが，スギは造林地内のおì'i~主

木が母樹となったようである。また前生の天然、林にはスギ天然水が損控していたようであるので，

スギの更新は比較的容易であるかもしれなL、
一万， ド部i調査i也は Fig.2のように 9--17 mの樹高|幣でj二j関林i誌を形成しまぼ閉鎖状態に

なっているοしたがって，中，下憾の劣勢木は本数調整の結果とあいまって比較的少なl'oなお，

下胞に広葉樹が{革かに成立しているが，林分の構成Lほとんど関係がないので以下無視すること

にする。 上関木はi認さ 1-2 m l'iUJitまで根1111がりしているものが多いが，それから上部について
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は比較的通認で，成長も良好である。

したがって前述のように問…の機栽方法と保育作業を行なったにもかかわらず，上部調斑地付

近は下部lこ比較しスギ造林水の成長が懇かったため， J.広葉樹をj見交した平面的，議院的構造の被

雑な線路林を形成するようになったのであるO …般には下部調査地のように造林水が正常な成長

を行なっている林分に対比して，成長が怒く{出掛結のj見交殺の高い j二部調子聖地のような;jY¥¥分そ不

成総ji主林地と'J'IJl訴しているものとわれる。
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Fig， 2 

樹高と政経の本数分布5. 

l示j調査ベルト内におけるスギの樹高分布は Fig.3のようで，雨林分にはそれぞれ著しい特徴

がみられるO すなわち下部調街地の樹高分布は最高樹i布団 in，i創設5mで布にひずんだIEk党型

というよりむしろ J型を示しているoそして Table1に示したように樹高 9m以上の上j臼木が

約1，900本/ha成立し， 成長は良好である。 これに反し， J二部調設地の樹高分11iはIl月らかな L

型を示し，樹高の範聞も 2-10 mである。また樹1合¥5 m以上の_l:.Ir:i*(ま保か 880木/haほどで

ド部の造林j世に比し成長は著しく劣っているO

この傾向は Fig，'1に示したJl帥五時径の分布でも知的しているが， ただ下部調査地のは筏分布
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は約 31cmを最大に分:{rii!JIi¥が比較的!よく，ほぼiEJQ型のよ

うである。

・上部諦j斑地における広葉樹の樹高と)j句rHil直径の本数

分布は Fig.5のようであった。樹高分布は L取が少しく

ずれた形にみえるが，広務樹は樹高 3m以上のものをiM定
し， 了!克 3mの大きさのものは作図上 1-3mの樹高!~去に

入れているので， これを 3-5m樹高|階として取り倣えば

明らかな L担分布となる。そして分布の上限値もスギと

ほぼ問機であるので，樹高 3m以上のスギと広葉樹の本数

分布を重ねると， より L型分布が強調されるみうになる。

しかし各樹高階ともスギより広葉樹の本数の方が 3-4借

ほど多L、。そして，すべての樹高階にミズナラ， ミズメ，

アカシデ，ホオノキ等の有用広葉樹が出説するが，大きい

樹高階ほどその本数におめる割合は大きい。

胸高臨{遣の本数分布もほぼ L型で，上部調査地のスギ

造林水の般向と類似している。

以上のような樹潟と)j旬商i鼠径の本数分布から判断して，

Ii記長良好な下部調悲地の林分は若子下!爵水を成立させてい

るもののほぼ単!認の…斉林摺といえるが，上部調査地は興

事lii.見交の連続!箆林もしくは択段林忠!といえよう。あるいは

現在政策的に推進されている綾j霞林穏引にもあたろう。しかし液殺がこれまで解析してきた人工

のスギあるいはとノキと天然、生のマツ， 広葉樹との混交複j爵林5.!O， 11. l2}とは林分構造においてかな

りなるものである。すなわち，その一つは上部林冠を形成するf誕勢木のうち施業の問的であっ

た造林水のしめる都合が 15.7%と著しく少ないこと， もう一つは i二回におけるスギと広葉樹の
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混交は単水状のところもあるが， Fig.lから認められるように， スギj二!留水がi持;状に混交する

ことである。すなわちスギ上樹木は広葉樹の成立の少ないところあるいは成長の虫くない笛所に

集中的に分布するということである。しかし全林的にみればこの群の大きさはまちまちで， I現在ni
な集中班は認め難いが，群の分散機式はほ Yランダムのようである。このような平面的分布構造

や階問構造はいわゆる不成績造林地の特徴であるかもま11れない。また現夜の林分構造が今後どの

ように推移するのか，械かなことは言えないが，最初にも述べたように，スギをいくらか混交さ

せた形で自然のf足元力に従った方向に選移するものと考えられる。

6.樹高とIl締高臨諮の棺対成長関係

樹幹の形紫は樹高(日〉と胸高陸径の)の相対成長関係を解析することによってある緯度認識で

きる。 Fig.6は上部と下部調査地に成立するスギの D昨日関係を示したものである。上部昔話査地

のスギは成長不良のため大きい錨体が少なく，反対に下部調査地は上揺を出める大きい個体が多

いので，盤なりの部分は少ないが，下部鵡査地の/J¥さい11fil体との聞でも分離する傾向は認められ

ない。 したがって相対成長式から何者とも， 格ti窃5m前後までの日/D(形状比)はほぼ85以上

を示し一般のスギの単勝林あるいは択伐林における中，下関木の{肢と類{以している。しかし下部

調査地の樹高 10"'"15 mのH/Dは72"'"60で，間伐されたスギ…斉林や択伐林の上路木より

やや小さく， うらごけ的な形状を示している山針。 このような形状比は上部調査地のような不成

績造林地であっても，上!認を占めるスギ優勢木が隣接木の制圧によって肥大成長を抑制されるこ

とは少ないようであることから，むしろ雪圧による根曲がりの影響によってもたらされたものと

思われる。なお下音1)1調査地のよ憾のスギは H/Dが60"'"55 で比~史的小怠いのも根曲がりによ

る樹幹下部の肥大が関{系しているようである。

広葉樹の D-H関係は Fig.7のようであった。かなりバラツキがあるが，主な有用樹穏および

他の一般広葉樹の間に分離する傾

!おjはみられない。しかし相対成長

式からも盟解されるように，広葉

樹の H/D簡はJ:胞の樹高 8m

前後のもので約 100，下関の 5m

前後で 170となり著しく大きい。

これはスギと広策樹の多雪地にお

ける形質上の特性とも考えられる

が，成長段階が進むと広葉樹磁勢

木は次第に枝を拡張し，肥大成長

をより促進させ， 日/D比を小さ

くしていくものと忠われるl出。
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7.成長の経過

上部調斑i也におけるスギの資料水

8本 (No.1 --8) と下部調査地の

資料水 2本 (No.lO.l1)の樹幹析

解からもとめた樹高の成長経過は

Fig. 8のようであった。本極!から

明らかなように，下部錦資i也の{え倒

資料水はほぼ標準的な大きぢのスギ?

であるが，下刈りを終了した 7年生

前後からの樹高成長は年 40cm ほど

できわめて良好である。

これに対し， J二部調査地において

は槌栽i直後から成長の不良なスギが

多く，初期成長の良かったものも下

刈り終了頃から著しく成長を減返し

ている。これら造林水のほとんどは

資料水 No.2を除き， 植栽後 15年

頃までは成長の俊劣がi明らかでな

かったが，その後，より成長を減退

したもの (No.1， 6. 7)は下隠z木

に，成長を持続したものは上問木に

なったようである。なおこれらスギ

上路木は最近になって成長述夜がい

くらか鈍化する関向のあるものもみ

られるが，上部錦査i也の環境に!志じ

た年 20--25 cm程度の成誌を持続

するものと思われる。しかし下層水

の成長は現状のままでは期待できな

Fig. 9は閉じ資料水のII旬高mI.f楽
の成長経過を示したものである。樹

高成長とほぼ同様の傾向を訴すが，

下部調至宝地では密度効果によるfHlJ日
の影響が表われ始め，直径の成長持誌

は低下しつつある。しかしj二部捌査

J自の資料水には肥大成長の減j患の傾

向はあまりみられなL、。これは!よ葉

樹との競争による成長抑制の影響は

ほとんどなく，むしろ雪印にほ抗す
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るための肥大成長の促進であると考えられる。

広葉樹については上部調斑地における主張樹穂 6本の根元と胸高における年輸解析をしただけ

であるが， 11旬高践諮の成長続j品および樹齢は Fig.lOのようであった。 樹縮から判断してミズメ

や大きい方のウリハダカエデ等は植栽後1mもなく更新したものであるが， ミズナラ，ヤマザサラ，

ホオノキは下メIJり終了後数年して天然更新したようである。なお年輸の高い広葉樹にはil11生樹

の切株からi出芽児新したものが多いが， 20年生より若いものでも， せっかく天熱下離により

新しながら下刈りによって毎年刈りとられ， iVi完新しながらさらに雪正による根1111がりによっ

て線系化したものもあるようである。したがって立の年齢については不確かなものが少なくなL、
)1旬 I河における肥大成長のキお~についてはi刻から認められるように，現政の太さは部調査地に

おけるスギとi司限度であるが， 史新初JJVJからの成長が良く， 11::'平均成長設は 3-5剖mとなって

いる。 これら上総の広葉樹はその H/ひ比が Fig.7から明らかなように 100を紛え， 著しく細

長であるので，これら成長段間がある総度jfgむまでは，さらに肥大成長を促進するものと思われ

る。

土壌斯耐の諸性質

土壌断liIIによって淵資した上部，下部制査地の Ao)認の!立さ，↑弘二|二機構隠密度等の議

↑1(:質は Table 2 のようであった。:不成*l~造林地の j二部部~:夜地における土壌については比較的風

化の程度ーも進み， 土.t1t は.l'í~[質域土で粘.t'J:が高く， 1肖jf['íの合j設も比較的多 ~\o またこ!:.壊の構造は

A が開校状， B， C 胞は粒状で笠常!交も一般に1:rt結あるいは軟であることから通気， 透水性

(ま良好であるとJtわれるO しかし表から認められるように， Ao)mはいくらか陪いものの A儲は

10 cm 限度で， 全土上謀総は著しく浅く， Bu 壊の特徴与を示している。 しかも士.'境断liííに~める

殺のilli隙割合は 50%以上で，JJt汗点した右踏のI1¥Jに土壌が僅かに混在する状態のむしろ傑土と

いえる士iおで、ある。したがって土壊の散はきわめで少なく，スギの造林には不適地であると、l'IJl折

8， 
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Table 2 Discript.ion of soil profile in research stand 

8tand Horizon Depth (cm) Texture 8tructure Hardn忠告日 Definition of boundary 

Ao 6 
A1 0-7 Clay loam Grumb Very soft Indistinct 

Upper‘ A2 7-12 Clay loam Grumb Very soft Indislinct 
B 12-31 Clay loam Granular 80ft Indistinct 
C 31-48 Clay loam Granular 80ft Distinct 

Ao 10 
A1 。-10 Clay loam Grumb Very soft Indistinct 

Lower 
A， 10-20 Clay loam Grumb Very soft Indistinct 
B1 20-41 Clay loam Clod 80ft Indistinct 
B， 41-55 Clav loam Clod 80ft Indistinct 
C 55-85 Clay loam Clod 80ft Indistinct 

されfこO

下部調査i也における土壌の諸性質は B，CJ習の構造が塊状であることを除さ， 謀本的に

は上告g翻宝基地とほぼ向械であるO しかし A胞は 20cmで， それほど明確ではないが払踏， B2 

の分化がみられ，全土壌!留も 85cmとかなり深い。さらに土壌艇部に占める石礁の割合も 30-

40%程度で， 上官官制査地より明らかに少なく， 土壌の裁はすこぶる多いといえる。 したがって

土機部からは…般造林地におけるスギの適地と問機，スギの成長は充分期待できる林地と思われ

fこO

以上のことから前部まで述べてきたように，上部調査i也におけるスギ造林の成長不良は，土壌

!設の浅さと土t謀議の少なさが一つの大きな際i却になっていると考えられる。そしてこのような条

件のところは大部分搬副をなした小尾恨付近にあらわれる。しかし反町，造林地に侵入した広葉

樹は， J二部調蕊地の土域環境に見合った成長をしていることから，スギも相応の成長をしている

のであって，下部主I);J資地と同限度の成長を期待するのは知加なことであり，不成績造林地はまさ

に人1mの縦長[]を教えているように忠、われる。

9. 林郁:転換と不成績造林地の取り扱い方

本調査i也は昭和 33iドに発足した関有林生産力増強溺いわゆる拡大造林施策の立案中に造林

されたところで，その後強力に推進される大面積皆伐一斉逮林の典型の…つである。拡大造林は

林分生政力の低い天然林を人工造林によってより金庫力の高い針葉樹林に転換しようとする方議

であるO 天然林の生践:力が{認し、かどうか，あるいは拡大造林の問題点については当時多くの論議

がなされた1G，。

いずれにしても拡大造林は天然林から人工林へと林樟の転換が行なわれる。その多くは広葉樹

林を針葉樹林へと樹fillの更改が行なわれるが，適地適木の判断を誤るといわゆる不成総造林地と

なるヘ j故障更改でなくても水際のような天然生ヒノキ林会皆伐し， ヒノキ人工林に変えた林穂

転換でも，成長不良な造林地が数多く発生しているヘ木前j蕊地における不成鍛造林地のスギの

成長不呉は，第 8iii'iで述べたように，主として弱な土境にl担保lするようで， 1:品街地や積雪量と

の関係は少ないとj忍われる。したがってスギの浩林には不適地であったということになろう。は

じめに述べたように，林崎転換特に樹積更改の場合は自然の運動法HlJにさからい，自生隠の後元

)Jに打ち勝つ必認がある。火入れ等潔鮮な地ごしらえ， ~~j繁な下刈り，除伐等はすべて 1i3生の出j

'1:::樹の昨住宅長押え込む作業であるO したがって造林水の成長が良好で自生部との競争に打ち勝つ
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見込みがあれば，…般造林地と間程度の下刈り，除伐で成林するであろう。しかしもし上部調主主

地のように，造林水の成長が怒かった場合， m定の保持作業だけでは自生樹磁の再生によって被

!でされ， 1ヨ的樹積の成林は見込めなくなるであろう。一般的にはこのような経過をたどる二1'1或績

造林地が多いのではなし巾3と思われるO

それ故，林業経営上の投資効果を無視し，造林水の成林を計ろうとするなら，さらに徹底的に

13~:':樹揮の同生を抑制すればよし、たとえば，上部調査地に生存する被EEされた造林水をも含め

スギの純林に誘導しようとするなら， Fig. 1および Fig.3，5から判断されるように， J二j認の広

葉樹号をなお 10-30年ほど除伐すればよかろう。またもし 6年間の下メIJりで充分でないような状

態であるなら， さらに 10年以上下山jりを続ければ， 成長は懇くても再生した広葉樹に被圧され

ることもないであろう O すなわち本調査地の不成績造林地のようなところは，通常の数{告の山ドメIJ

りJ朝日]と，さらに成長も遅いので拭摺表の迎合範聞外の組長期間の伐期を考えれば，成林し収

穫の対象となるであろう O しかしこのような施業は林業として成立たないといえる。

大級官i林局は荷林事業の基準となる造林方針舎で， 不成績えを林地を 「植栽木のhaあたりの現

釘本数あるいは樹高が，同林齢の平均約な林分の 2分の l程度以下であって，かっ現在の航栽水

の主主脊状況，立地条fil喝ミカ3ら半IJtrrして，新総後lこ発生した緩良天然幼稚樹を含めてもnlZ林が期待
できないと見込まれる造林地」と規定し， r改Ii{iにより成林が期待できる林分」を改梢対象地と

している。しかし成林の見込みのなくなった鼠i却を明らかにしないで改摘することは湾j支誤りを

繰り返すことになる。また改櫛によっても成林の見込みのない林分はどのようにするのか明示ぢ

れていなL、さらに「天然木の生宵.が良好で造林水と天然水を合せて成林する見込みのある林分

で，今後天然生林として取り扱うことが適おな林分」のような不成総連林地は天然;生林へ誘導す

るとしている。これが第 l節でi述べたように，本調査地の不成鍛造林i告を天然林へ編入した根拠

である。

いずれにしてもこのような林分は造林の失敗地であり， i守林投資の損失である。したがって上

述のように保育作会楽の延長は成林の児込みを大きくするが，その限界は投資効率の部から定まる

ものであろうO

本調査地の不成紺造林地にはTable1， Fig.31にこiポ証示ミしたように司来さい造

が lヒ:1隠詩木として生存し， しかも Fiぉ.1にみられるように訴状に成立している上，その成長も

Fig.8， 9から光分JVl待できそうである。 これはfiij生樹の中にスギ天然水が混生していたことか

らもその可能性は高L、 さらに Fig.5に示したように， 有用広葉樹が比較的多く， またその成

もFig.l0のように貧弱な土境条件にもかかわらず良好で‘ある。 したがって人為を加えずこの

ままの状態で批移させても haあたり数百本程度のスギは生存し， 自主主の広葉樹とのj路交複!認

林に?をTつであろう。そして一般の天然林胞業と同様に;長決j訴にすれば，年iP.命楼i皮の諒iい天然、スギ

にj広敵する材がえられる可能性もある。さらに枯渇のおそれのある法楽樹大筏材の生躍を13様に

おくなら， Fig. 5に示したように， JI~惣のj主い有用広葉樹とスギ上!関木の成長に障害となるよ

うなJ-)自の{也の広葉樹を適宜i掠伐することはきわめて脊効な手段となろう。この施業は最近林ffif

frが政鍛的な要課題として掠り組み始めた育成天然林施業(用語自体に!問題があるがりに;IllI

ずるものであろうが，その実胞にあたっての作業の2基準は投資効率の阪から判断する必裂がある。

以上のように林臨転換にもとづく不成績造林地については，本部j主主j自の事例のように若干の造

林水と再生した広葉樹とで持とか成林の見込みのある場合でも農地判断の誤りによって先生し

た造林失敗地であるという認識に立つ必2さがある。したがって謀本的には造林不適地に林組転換

することは問題であり， もし施業の対象にするなら，時{文 4 斉法林によらない天然史新法等自然、

力そ満肢に生かした作業j去を取り入れるべきであろう。
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おわりに

拡大i若林計阪以li年幾多の変壌を経て近年，林野庁:は“林業技術のルネッサンスを目指して"と

いう目標をかかげ育成天然林施薬や捜j爵林総業等の施策を強力に推し進めようとしている。これ

らlにこ::.1関珂するi論論議lはま{的由にゆずず、ることにするr符附‘

まだ技郁術i的に?米1長ミ熟な部分が多Lい、、O したがつて全i国主溜i に多々あると思われる完オ本!ド立S::V，訊制JA詩I~斑i地也のような不!成或f総会

巡林J地由や， I除徐制!郎i詰鴇'~J日{伐文おくれのi混長隠!交擦j路母林号令をとりあえずの教不科|告として， さらに柄広い解析を行ない，

j見交複賠林施業等の的確な技術体系を確立することが望まれよう。

引用文献

1) ii31IU立総:税務の~移とその機椛，悩物生慾学繊Rl~ t!.限定?さ~1r5. 306 pp， 1977 
2 ) 佐I徐大仁郎:育休文永堂. 288 pp， 1983 
3) 日本林業技術協会:総務林の施業技術.16t! pp， 1982 
4 ) 河原料彦・ 111本久{二k.lf;: ヒノキ， アカマツ混交林に|共lする研究(1)物質生産と分解J樹立について.

1=1林:tl:..64 (9). 331 -339， 1982 
5 ) 亦:J~:自a!J::l・ 75村{俊次郎・J'C;;鍋逸平・上EÐi雪之ll)J. 本城尚氏見交被防林の櫛逃と述。nえ法(l)ヒノキ，

アカマツ， 1.よ終結Jの燃!尚昆うどについて.京大泌線.55. 63 -79， 1983 
6 ) 今F!J【誕生:戦後林業技術の反省.林業経済.474. 9 -14， 1988 
7) 1奴口勝美獄修:スギのすべて.全悶林業改良吉;及協会.629 pp， 1983 
8 ) 亦:)1:能見:後j倒木の技術開発の方向を考える.林業技術.528. 2 -6， 1986 
9 ) 亦)1・能労: 森林総数のこれからの課題一11Jが滋が教えているものに学ぶ. 林業技術. 546. 2 -6， 

1987 
10) 赤井総j]j・ 1以上俊良11・火野次郎: アカマツ， ヒノヰヨ:1終結filt交林の締法と二次選移. 京大級紙

49. 64 -80， 1977 
I[) み升:能1]j.古村健次郎・災鍋逸平・上IJJ滋之助・本城内正:混交十契約林の構造とえを成法(2)総裁ス

キ:と天然生スヰ ヒノネ， アカマツ，広~tMの IP，考結滋うどにつ L 、℃京大波枕 58. 105 -124， 1986 
12) 赤;11:能労・ 1討す俄次郎・市野東洲.Jニ111背之助: クロマツ人工林lこ天然生ヒノキ， アカマツ， 1.よ葉

紛の|締結J見交した桜j倒木の椀迂f. 京大凶報.60. 77 -90， 1988 
13) 石川:弘:小地域内のスギ人工材、における経常被符分布. EH本誌. 63 (12). 151 -157， 1981 
11) I*j村悦三・鈴木健敬・ IJI本久仁fill;・1車線降]'lll:111東択伐林試験地のtt分構造と成長.林総研報. 323. 

207 -210， 1983 
15) 焔爪悠人:広終結jの生脊特性に|対する研究(I)制限及び立地条件による生得特性のilfiい. 広紫紛糾

ヲピ.品川立大学政令A:前1. 3. 15 -32， 1985 
16) IJ月綱英:日本の議林. r:l:1公新fH'.362. 184 pp， 1974 
17) 中村賢太郎: Iliíi組造林~f:. '1:11寸先生五段f記念会.295 pp， 1971 
18) {ゐ依敬二教授il3官記念事業会総:新i吉林苧.Jき林のlUlj6IJと災際.f也球It¥I坂.466 pp， 1971 
19) IJ日手jl:調理英・現MI:能1]]・斉藤秀樹・河聞がlii若 tノキ林…その~1:態と天然復調r. 地f，HI:. 375 pp， 

1971 

Resume 

Often in Japan， conversion of forest type has noi yielded productive plantations， 

but the composition of that 日tandhas not been analyzed. This paper discussεs the 

growing structurc and thc managcmcnt of thc unproductive stand of Sugi CCryttomeria 

jatonicα) plantaiion at Akasai National Forest located in the middle part of Hyogo 

Prefecture， investigatecl in Novenber， 1988. 

This stand was cultivatecl by orclinary weeding ancl improvement cutting since the 

Sugi seedlings were plantecl at about 3，000 per hectare for about 82 hectares 30 years 
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ago， after the natural for台stof broad leaved tree mixed a few with natural Sugi was 

clear cut. ln the research stancl on th巴 lower-slope，th巴 forestcrown closes and 

forms a monostratum of plantecl Sugi. As the mean height of clominant tree is 

about 13.2 m， thεstem growth tencls to be nearly equal in mean valu巴 ofgeneral 

Sugi plantation. 

On the contrary， the planted trees at the upper research stancl are mostly alive， 

but there are numerous oppressed trees growing poorly such as those with bendecl 

stem base or slant stem by snow pressure. Th巴 dominanttree is about 30 % of the 

total number ancl establishes aggregately， ancl this mean height is about 6.8 m as 

half that of the lower research stand. In addition， the Sugi poor plantation is mixecl 

in the whole stratum with broad leavecl tree naturally regeneratecl after close of 

weecling， ancl th己 numbεrof the tree over 3 m in height so far is about 10，000 

(1、able 1， Fig.l， 2). 

The clistribution of the tree height and the cliameter at breast height of Sugi in 

the upper research stand resembles that of the L type， ancl the existing stand forms 

a ηlultistoried structure which is continuous in stratification. On the other hancl， 

that distribution of lower research stancl tencls to inclicate a nearly normal clis“ 

tribution (Fig.3， 4). The distr・ibutionof broacl leaved tree also resembles that of 

L type， ancl the ratio of the useful broad leaved tree沿shigher height class is larger 

than the small (Fig. 5). Judging from the process of cliameter ancl height growth 

by the stem analysis of sample trees (Fig. 8， 9)， the growth of Sugi at the lower 

research stand is recognizecl to be vigorous without interruption， but the growth of 

most of Sugi at the upper research stancl is continuously small after planting. 

It seems that the poor growth of the upper research日tanclis causecl by sterオlesoil 

such as shallow soil layer ancl abunclant gravel (Table 2). Therefore， this poor plan-

tation by the conversion of forest type can be saicl to be a failure stancl of 

afforestation to come from a mistake of judgment for the fitting site of planting. 

However， as the Sugi clominant tree or the useful broacl leavecl tree in the upper 

plantation grows clepencling on the soil environment， the multi-stor・ieclfor巴stof few 

mixed artificiaI Sugi ancl naturaI broacl leaved tree may b巴 formedif the existing 

stand is succeeded on the natUl・aIstatus. Furthermore， the improvement cu 




